
天国屋カフェ  
開業 5周年感謝講座 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
※ 関心のある方はどなたでも。 

参加費 1 回 500 円(コーヒーとケーキ付き) 
主催：賀川記念館隣保事業	 天国屋カフェ 
〒651−0076	 神戸市中央区吾妻通 5−2−20	  
《問い合わせ》０７８(２２１)３６２７ 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 

【天国屋カフェの由来】	 初代牧師で
ある賀川豊彦は、1910 年 11 月に、「一膳飯天

国屋」を開きました。貧しい	 人々に美味し

いもの、栄養のあるものを食べてほしいとい

うことが一番大きな願いだったようです。豊

彦が神戸の貧しい人々に献身してからおよ

そ百年、21 世紀の一膳飯天国屋を目指し、立

場の違いを超えて出会う人々の「居場所」を

モットーにカフェ事業を計画しました。そし

て、100 年目の 2010 年 4 月、「天国屋カフェ」

を開店する運びとなりました。天国屋を通
してなされる多様な集いやプログラム
には、みなさんの力が必要です。 
 

一緒に“カフェ”を 

楽しみませんか？ 

 

９月１２日(土)14：00～16：00    
都市におけるコミュニティ・カフェの担う役割 
現代の都市に営利を目的としないカフェがいくつもできている。なぜか？ 
豊嶋さんは、神戸市内にある「コミュニティ・カフェ」を巡り、 
その役割について考えてみる。 
 
講師：豊嶋悠爾さん 

プロフィール： 
	 神戸芸術工科大学大学院卒業、現在は社会人。	 
	 詳細は、後日お知らせします。	 

７月 2８日(火)1８：00～20：00   
一杯のコーヒーができるまで 
～有機栽培コーヒー「レネ・マウンティン」のこころ～  

 
① フィリピン・コーディリエラ地方の紹介 
② コーヒーができるまで 
③ アグロフォレストリーとは？ 
④ なぜアグロフォレストリーなのか？ 

	 	 講師：レナート・ンガヤウェン・ギリガンさん	  

プロフィール：	 
栃木県西那須野にある「アジア学院(Asian Rural Institute)」にて、農業を学ぶ。その後、 
故郷フィリピンのコーディリエラ地方で、自然環境の保護活動をしながら、 
コーヒーの有機栽培に力を入れる。 


